社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会

鳥取県社会福祉・保健サービス評価事業実施規程
（目　　的）

第１条　この規程は、社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会（以下「県社協」という。）定款第２条に規定する鳥取県社会福祉・保健サービス評価事業の実施に関して必要な事項を定めることを目的とする。

（遵守事項）

第２条　この事業の実施にあたっては、鳥取県社会福祉・保健サービス評価事業評価機関認証要綱に定められた評価機関が遵守すべき事項を遵守する。

（評価調査者）

第３条　この事業を実施するため、鳥取県社会福祉・保健サービス評価事業評価調査者養成研修修了者名簿に登録された者のうちから、県社協が行なう評価調査事業への協力、並びに本実施規程に定める守秘義務及び倫理規定を遵守することを誓約した者を、県社協会長が委嘱する。

（評価委員会）

第４条　この事業の評価結果を審査するため、評価委員会を委員７人以内をもって組織し、評価調査者及び学識者のうちから、県社協会長が委嘱する。

２　この評価委員会の委員の任期は、２年とする。ただし再任を妨げない。

３　この評価委員会に、委員の互選による委員長及び副委員長１名を置く。委員長は委員会を代表し

会務を統括する。

４　副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。

（会　　議）

第５条　評価委員会は、県社協会長又は委員長が召集し、委員長がその議長となる。

２　評価委員会の議事は、委員総数の２分の１以上の出席がなければ議事を開き、議決することはできない。

３　評価委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときには、議長が決するところによる。

（守秘義務）

第６条　評価事業に携わる者は、評価を実施するうえで知り得たサービス利用者及びその家族、並びにサービス事業者に関する情報を第三者に漏洩しない。この守秘義務は、評価調査者･評価委員としての契約が終了した後も同様である。

２　県社協が実施する評価事業に関する情報は、評価実施に最低限必要な最小限なものとし、評価事業以外の目的には使用しない。
３　評価事業にあたって利用者等に記入を求めた資料等については、記入者が特定されないよう加工したうえでサービス事業者に報告する。実際に使用し、回答が記入された個別の調査票などは、サービス事業者やその他の第三者に漏洩しないよう評価終了後に破棄する等の処理を行う。

４　利用者等に関する個人情報が記載された書類は、原則として事業者への訪問調査時以外では、県社協事務所の外へ持ち出すことはできない。

（倫　　理）

第７条　評価を実施する際には、利用者及びその家族に調査への協力を強いることのないよう、利用者及びその家族の意思に十分に配慮し、人権を尊重する。

２　評価を実施する際には、この評価に関する問い合わせや苦情に対応する窓口について、サービス事業者、サービス利用者及びその家族等に周知する。

３　評価調査にあたっては、公正な立場を遵守するとともに、事業者の内部情報の収集、自己の業務の参考、特定の法人や個人の利益のため等、評価の目的と異なる目的を併せてもって評価を行なうことがないように必要な措置を講ずる。

４　県社協は、評価調査者が常に必要な技術･知識を習得できるよう研修機関等への参加を奨励するとともに、信頼性の高い、公正な評価の実施に努める。

（庶　　務）

第８条　この評価事業の庶務は、県社協事務局が行なう。

（委　　任）

第９条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は県社協会長が別に定める。

附　則

　１　この規程は、平成１７年４月１日からこれを施行する。

　

